
幼児の運動遊Uの規定要因

運動遊び

I 研究の動機と目的

1960年代以降、つまりわが国が高度経済成長期を迎え~

や、一方中学2、3年生を対象に全国ー斉学力テストが実

施されだした.その頃から地域の中で遊ぶ子どもたちが姿

を消し始め、近年はその影響が幼児にまで及んで来ている

のである.

子どもをとりま〈話題は年々多くなり、なかでも体格は

よくなったが、体力がない、正木は背筋力の低下老、近藤

は調整能力、平衡感覚の低下を報告している.しかし、一

方近頃の子どもは rやりなさいJといわれたことは、上手

に対応できるともいわれている.要するに、自分から意欲

的に取り組み、やってのけることは苦手な子どもが増えて

いるようである.これらの原因については、先行研究の中

に多くの見解が述べられている.

たとえば、 "】常国(1981)らは、私立幼稚園の4、5

歳児を対象に、遊び場所、遊び友達の数、遊び相手及び相

手の年齢、遊び時間、遊びの種類等を調査し、特に遊び場

所については4、5歳児ともに60%が家の中で遊んでいる

ことを報告している.

またほ》菱谷(1985)は現代の子どもの遊びの実態がど

のような傾向を持っているかを、子どもを持つ親の幼児期

の遊びの実態と比較しながら考察し、その中で今日の子ど

もは、家の中で非常に受身的な遊びをしており、イメージ

を豊かに使う遊びが貧弱であり、遊び仲間も少ないと報告

している.

以上のごと〈、今Bの子どもの遊びは、必ずしも子ども

にとって主体的におもしろく遊びきっているとはいいがた

い.

本研究の目的は、科学技術の進歩により生活が合理化さ

れ、生活そのものが便利になっている時代にあって、子ど

もの運動遊びを規定するものとして生活環境全般の変容等、

社会的環境が大きく原因していることを認めながら、さら

に最も大きな要因となっているど思われる母親の養育態度、

スポーツに対する関心、幼児の遊び場、遊び友達、地域環

境などについて調査す忍ことにより、運動遊びを規定して

いる社会的背景を探ることにある。

E 研究方法

(!) 調査対象

兵庫県姫路市M保育園3、4、5歳児270名を対象と

した。

1.被験者の母鋭から幼児の養育態度

2.被験者の保育者から

①被験者の母親の養育態度の観察
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②被験者の園生活における日常生活行動、運動遊びの

観察

(2) 調査手続

調査主旨を説明した上で、 M保育園に依頼し、国を過し

て質問紙を3、4、5歳児の親(または親に準ずる人)に

配布し、続が記入したものを保育園が回収した.

(3) 調査票回収

(表1)調査票回収率

向ミ 年齢 調査枚数 回収枚数
3歳 98 98 

母親 4歳 107 107 

5歳 80 65 

3歳 98 70 

保育者 4歳 107 107 

5歳 80 80 

(4) 調査時期

自昭和62年 6月10日

至昭和62年 6月20日

(5) 標本の整理

回収率く%)

100 

100 

81. 3 

71. 4 

100 

100 

保育者からみて幼児の日常生おける生活行動から、身休

面、知能面、情緒面、社会性等について、年齢以上に発育

発達が良好と絞られたら (A)、年齢相応の発育発達に絞

られたら (B)、年齢より発育発達が遅れていると鋭られ

たらくC)と判定評価を依頼した。

以上の内容を基本として、各年齢のA、B、Cをグルー

プ分けし、それぞれを考察した。

(表2)調査対象者標本

対

象 母 続 {粟 1雪 者

性 男 女 E十 % 男 女 % 

3 

歳 38 60 98 36.2 39 31 70 26.7 

4 

歳 45 62 107 39.6 48 59 107 40.8 

5 

歳 35 30 65 24.0 45 40 80 32.4 

言十 118 152 270 132 130 262 



〈袋3)発育発達判定Z干価表 (A、B、C)観察〈保育者)

単位:人

年 A B 

齢 性 群 % 群

3 男 19 22.3 22 

歳 女 25 29.4 14 

4 男 8 7.4 36 

歳 女 20 18.6 36 

6 男 8 111.4 29 

議 女 8 1 11.4 22 

全 男 35 13.4 87 

体 女 53 20.2 72 

E十 88 33.6 159 

皿研究の結果と考察

1 保育者から観た幼児

(1)幼児のからだの発育

C 

% 事字 % 合 計

25.8 4 4.7 45 

85 

16.4 1.2 40 

33.6 4 3.7 48 

107 

33.6 3 2.8 59 

41.4 2 2.8 39 

70 

31.4 1.4 31 

33.2 10 3.8 132 

262 

27.5 5 1.9 130 

60.7 15 5.7 

からだの発育は、 3、4、5歳と加齢tこともないA群の

人数は減少の傾向を示している〈表4)が、これは発育、

発達の平均化の現われと脅えよう.また、 X2検定結果よ

り3歳 (20.114'" ) 、4歳 (25.482・・・ ) 、5歳 (24.1 

80・・・〉にそれぞれの年齢において (0.1 %)の有意差が

認められた.

(2)生活行動の活発さ

幼児の生活行動が活発であ忍かを絞ると、 A群4歳児(

82.1%)が最も高い数値を示し、他は70%台であった.し

かしX2検定の結果3歳児 (24.887・・・〉、 4歳 (23.826

・〉、 5歳(18.115・・・〉と有意差が認められ、 A群の

発育の良好な幼児ほど、動作が活発の傾向にあることうが鋭

られた.

(3)遊び仲間

保育園での遊び仲間は、 3、4、5歳児ともに友達が最

も多く、特ti:A君事では3歳 (95.4%)、4歳 (64.3%)、

5歳 (87.5%)でX2検定の結果3歳児 (16.111・・〉、 4

歳 (28.376・・・〉、 5歳(11.147・)ti:脊意差が認められ

たo 3歳児、 4緩児には、保育者に遊びを求め.'5幼児も少

人数ではあるが鋭られた.また、 1人遊びを好む幼児は、

5歳児B群 (39.2%)、男子に観られたが、これは歩べて

友達と遊べないということでなく、幼児自体が自分の遊び
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の世界~持ってい~現われと思う.

(4)遊びの工夫

幼児の遊びの中に創意や工夫が観られ.'5かo A群3歳(

38.6%)、4歳 (53.6%)、6歳 (5!i.3%)と加齢にとも

ない工夫して遊んでいる傾向は観られ忍.X2検定の結果

より 3歳 (12.932・〉、 4歳 (26.071・・・)と有意差は認

められた.B群は、 3織、 4歳、 5歳ともに遊びの中に工

夫が認められ.'5ととは少な〈、これは発育、発達との関連

の深いととを示してい.'5と思う.

(5)理解

教えられた内容についての理解を綴ると、 A群、 3歳(

65.9%)、4歳 (82.1%)、5歳 (75.0%)といずれも理

解が早いと観察された.X2検定の結果からも3歳(19.4

48・・・ 〉、 4歳 (35.273…〉、 5歳(18.863・・・ 〉と有
意差が認められたo B群31韓(50.0%)、4歳 (25.0%)

5歳 (21.6%)と数値は全体に低〈現われたが、この項目

が発達の上で個人差も大きいことを示しているものと思わ

れ忍 o O高量A群が411J.A群より低い数値を示したのは、発

育発達の平均化と思う.

(6)約束

幼児は日常生活の中で、または運動遊びの中で約束を守

ってい.'5か.

A群3歳 (65.9%)、4歳 (89.2%)、5歳 (93.8%)

B群3織 (44.4%)、4歳 (77.8%)、5歳 (62.7%)と

ー見発育発達のよいA群の方がB鮮よりも高い数値を示す

傾向が鋭られたが、いずれも有為な差は認められなかった.

(7)根気強さ

発育発達に線気強さはどのように関係しているかを観た.

A群3歳(77.2%)、4綴(78.6%)、5歳 (93.8%)で

X2検定の結果、 4歳 (27.559・・・〉、 5歳(14.830日・〉

に有意差が認められ、発育発達の良好な幼児ほど根気強い

傾向が観られた.

(8)性格の明石さ

幼児の表情はその日のできごと、特に皇室園するときに珍

しいものとの出合いがあったり、新しい製味が発見された

りすると変化すると曹われてい忍 oA群3歳(72.7%)、

4歳 (82.1%)、5歳 (87.5%)、B群3歳 (63.9%)、

4厳 (63.9%)、5歳 (41.2%)と各鮮ともに、加齢とと

もに性格も明.'5くなる傾向が織られたo X2検定の結果3

歳 (11.411・・ 〉、4銭 (13.670・・ 〉、5歳 (10.991・) 

とそれぞれの年齢において脊意差が認められた.

以上、保育者からのA、B、C群の発育発達をそれぞれ

について観たが、全般にわたって、 A群の幼児は、からだ

の発育も良好で、生活行動は活発、運動遊びを好んでおり、

圏内では、多〈の友達と仲良〈遊ぶことができる.また遊

びの中ti:創造住や工夫も認められ、物事の理解も早〈、性

格は明る〈、娘気もあ.'5ということが観られた.

B群ではA群と顕著に遭った項目は、 r理解についてJ

であり、 『約束についてJはA、B、C群の問ti:X2検定

の結果、有意差は認められなかったけれども、この項目は



発育発達とも強い関係にあり‘個人差の大さきが旬られた.

2 保育者からみた母綴

昭和30年代半ば頃の出生者から伝承遊びができな〈なっ

たと宵われている.被験者の母線は大半がこの時代の出生

である.

保育者tt母親の養育餓度について観察を依頼した目的は、

幼児の成長の上tt母貌は最も影響の強い因子と考え、第三

者からの観察結果と、母続自身の回答した費量育態度を比較

しながらA、B、C群の背景を考慮す否ためであ忍.

(1)被験者の母親は自分自身のために何か運動をして

い~と思いますか.

この質問には多〈の保育者がどちらともいえないと回答

してい蓄が、 X2検定の結果A群3歳 (23.276・・・〉、 4

織 06.170・・〉の有意差が認められ、 A群の母親はB、C

群の母続よりも運動に関与してい~ように思われる.

(2)お母さんは意織的に運動するようにしてい~と思

いますか.

幼児と意織的に運動をしてい~と思われ~母親は3歳児

A群のみであり、 x2検定の結果 (18.625・・・〉の 196水
準で有意差が認められた.

(3) 遊びtt対す~意識

A群3歳 (86.396)、4歳(75.096)、5歳(100.096)

といずれも意織の高さを示している.X2検定の結果、 A

群4直面児 (34.748・・・)0.1%水績で有意差が認められた.

意践の低いと思われているC群3篇 1名、 4歳4名の他は

怠鎗の強き、 iliIさの違いはあ~が、多〈の母貌は幼児の遊

びの内容には関心を示してい~傾向が観られた.

(4)運動遊びtt対す~行動

幼児の運動遊びに対して母親は高い意識を持っているこ

とは認められたが、実際にはど iうであ~かを観た. A群3

歳 (34.096)、4歳(17.896)、5歳 (50.096)ともに他

の項目に比べて数値は低〈、期待値t;l:示されなかった.

X2検定の結果3歳児においてのみ (18.625・・・)の有意

差が認められた.4歳児の場合、幼児と遊んでいないと思

われる母親が他年齢よりも多〈、 C群(7I.496)、B群〈

36.196) • A君事の母親 (21.4%)にも観られたが、 5歳児

にはこの傾向は皆無であった.

(5)母親の養育態度

一般に子どもの減少と絞家践が多〈なり、親子の交涜は

あるが、周回の人たち、いわゆる他人との聞に感情を伝え

たり、受け止める機会も減るー方で、子どもはますます貌

への依存が強〈なってきてい~.しかし、本研究対象の母

線には、全体から考察して、その傾向は弱〈、特にA群の

幼児の母親は受容的養育態度が多いと観察されている.

X2検定の結果にも4歳児 (18.176・・〉、 5翁 (38.887・・

. )に有意な差が認められた.一方過傑醗的羨育態度が鋭

られたのは、 3歳児C群 (40.0%)、B群 (27.896)、4

歳児B群 (34.796)、5歳児B群 (49.0%)さらにB、C

群の母親には、支配的傾向や放任的傾向も観られ~.
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以上の結果、保育者から観た母親について考察をしてき

た.その結果ょ母親自身、自分のための運動行動レベルと

しては低〈観られ、幼児の運動遊びについての関心は全体

に高〈、またA群の母親には強〈その傾向が認められた.

母親の幼児との生活態度が日頃の生活においてどのよう

な関わり方であるかを観弓と、 3、4、5歳児ともに受容

的傾向が多いように観られる.放任的、支配的養育態度t;l:

5、4歳児には少な〈、 3歳児tt若干観られた.さらにB、

C鮮の母親には過保政が多〈、放任的、支配的傾向も認め

られた.

幼児にとって、母親の日頃の生活態度が幼児の運動遊び、

生活行動に大きな影響があ~ように観られ~.そのような

ことから、母観自身が運動好きになり、幼児といっしょに

運動遊びをすることが大切と思われた.

3 母親の運動遊びに対す忍養育態度

すでに保育者から鋭た母親の養育態度を述べて来たが、

母親自身、運動遊びについて、どのような意識を持ってい

忍のか、また実際に行動レベルではどのような態度を持っ

て養育してい~のか、 II-(5)一〈表3) tt基づいて幼児

の母線も幼児と悶賞の群に分けてそれぞれを考察する。

(1)スポーツ関係の教室に通わせているか

姫路市内には民間スポーツクラブ、行政主催の親子スポ

ーツ教室、湯水プ}ルなど、大小いろいろあ~が、そこへ一

通わせてい忍母親は全般に少ない傾向が観られた.A群で

は3、4歳とも1096台であり、 B、CI撃では3歳が1096台

で、 4 、 5~置は2096台であ~.またA群5歳には一人もい

ないということは珍し〈さえ思われる.

しかし、スポーツ教室tc:通わせてい~多〈の母親は、健

康を目的とし、幼児の体格、体力の向上を願っていること

で、決して{中凋が行ってい~からということでないと回答

してい~.

(2)母親自身の運動行動

2-(1)で考察した通り、多〈の母親は自分自身の運動

はしていないことが明らかとなった.しかしA群の母親はB、

C群の母親よりも運動行動が鋭られた.X2検定結果から

も3、4、5織ともに 196水港で有意差が認められた.

(3)運動遊びの遊具、用具

被験者の全家庭tt、ボール、縄とぴをはじめ数種類のス

ポーツ遊具、用具は備えられてい~乙とが明らかとなった.

2一(3)で考察された通り、母親の運動遊びに対する高い

意識の現われがと乙にも観られた.

(4)運動遊びに対する行動

被験者lζ運動遊びをせがまれたりしたら、一緒tt行動す

るかを観た.A群3歳 (25.096)、4歳(14.396)、5歳

(25.096)も B群3歳(32.196)、4歳 (27.896)、5歳

(37.396) A、 B を比較す~と Bの方がわずかではあるが、

幼児にせがまれた時は運動遊びをす~ように努力している

傾向はみられ忍.しかしX2検定結果には有意差は認めら

れなかった.



(5)テレピでスポーツ観戦をー絡にす忍ことがあるか.

放映されるプログラムをみ'5と、大半が大人向きのもの

であり、幼児のスポーツプログラムが少ないため、乙の質

問!;t母綴自身が回答に苦しんだ気配が鋭られた.結果は全

体からみ'5と数値は低<(20%)台であり、 B群5歳児が

最も高<29.4%であ'5.との頃の年齢では親と子の興味や

関心の違いから、テレビでスポーツをー絡に観戦すること

は無理があ忍ものと思われる.

(6)遊びの内容に対する関心

2-(3)の考察の通り、幼児の遊びの内容には高い関心

を示している.A群3歳 (83.3%)、4歳 (85.7%)、5

歳 (75.0%)とA、B関係な〈、どの母線も幼児の運動遊

びには関心を持ってい忍傾向は観られたが、 X2検定結果
有意差は認められなかった.この項目でも保育者の観察と

一致が観られた.

(7)室内遊びについて

幼児が室内で遊んでいると気になるか、またその日寺は外

で遊びなさいとうながすか.

〈表4)室内遊びに対する母親の態度

気になら 時 々 気になる
年 3事 ない X2 

齢 価
N % N % N % 

3 A 13 36.1 14 38.8 9125.0 

B 14 50.0 9132.1 51 17.8 3.033 

歳 C 。。1 1 17.8 。。
4 A 12 42.9 8128.6 8128.6 

B 25 34.7 25 34.7 22 30.6 2.401 

歳 C 2 128.6 4157.1 1 1 14.3 

5 A 9 156.3 4125.0 31 18.8 

B 18 35.3 22 43.1 11 21.6 

歳 C 。。31 100 。。
(表5)室内で遊んでいると屋外遊びをすすめる

屋外遊び 時 '< 屋外遊びを

年 Z事 を勧める 勧めない i{2 

齢 価 N % N % N % 

3 A 14 38.8 16 44.4 61 16.6 

B 16 57.1 7125.0 51 17.8 4.498 

歳 C 。。1 1 17.8 。。
4 A 15 53.6 11 39.3 2 7.1 

B 35 48.6 25 34.7 12 16.7 5.412 

歳 C 1 114.3 5171.4 1 1 14.3 

5 A 11 68.8 4125.0 6.3 

B 28 54.9 13 25.5 10 19.6 4;1100 

歳 C 1 133.3 2166.6 。。
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(表4)の通り 3、4、5織と加齢とともに母親は幼児

が室内で遊んでいると気にな'5傾向が観られた.また、そ

のような時に外で遊びなさい((表5)参照〕と言う母親

をA、Bの関係で観'5とAの方がやや高い数値が観られた

がX2検定の結果脊意差は観られなかった.

これは幼児に対する戸外遊びの奨励もあ'5が居住環境と

関係があるものと思う.

(8)幼児との対話

〈表6)遊びについて話す〈幼児の態度〉

年
よ〈話す 時 々 話さない
3平

X2 

齢 価 N % N % N % 

3 A 13 36.1 12 33.3 。。
B 12 42.8 10 35.7 6121.4 1.802 

歳 C 。。。。1 1 100 
4 A 20 7¥.4 6 1 21. 4 2 7.1 

B 49 68.1 23 31.9 。。8.744 
歳 C 3 142.9 4157.1 。。
5 A 9 156.3 7143.8 。。
B 27 52.9 21 41.2 3 5.9 12.247・

歳 C 1 133.3 2166.6 。。
(宇 5%)

〈表6)の通り 3、4、5歳と年齢がすすむにともない、

遊びの内容について話す幼児が多〈なり、 4歳、 5歳のA

君事はB、C群よりも高い数値を示している.しかし5歳児

においては5%水準で有意差が認められ、発育発達との関

連の強さを示していると思われる.

また、幼児が話をするとき母親はどのような態度をとっ

ているのかを観ると〈表7)の通りであ忍.

〈表7)遊びについて話す〈母線の態度〉

よく聴く E寺 々 聴かない
年 百平 X2 

齢 価 N % N % N % 

3 A 32 88.8 4 1 11.1 。。
B 23 82.1 41 14.2 3.5 1.681 

歳 C 1 1100 。。。。
4 A 26 92.9 3.6 3.6 

B 68 94.4 4 5.6 。。16.443・・・
歳 C 4 157.1 3142.9 。。
5 A 15 93.6 6.3 。。
B 38 74.5 12 23.5 1.9 3.099 

歳 C 2 166.6 I 133.3 。。
。将0.1%)

多〈の母親は幼児の謡をよく聴いてい忍ように思われる.

しかし数値は低いが話を聴かないと問答した母線がいるこ

とは注目される.5歳児の母親で『よく聴こうJという姿

努がA群に高い数値で鋭られたが有意差は認められなかっ



た.4歳児には0.1%水準で有意差が認められた.
(9)遊びの実態

〈表8)幼児の遊戯行動

年 2平
よく遊ぶ 時 々 遊ばない

齢 価 N % N % N % 
X2 

3 A 25 69.4 8122.2 3 8.3 
B 16 57.1 6121.4 6121.4 7.723 

歳 C 。。。。1 1 100 
4 A 20 71.4 5117.9 31 10.7 
B 40 55.6 22 30.6 10 13.9 3.098 

歳 C 3 142.9 3142.9 1 1 14.3 

5 A 14 87.5 2112.5 。。
B 29 56.9 18 35.3 4 7.8 11.502・

議 C 。。31100 。。
〈本 5%)

降盟後、実際に時間的空間を考えた時、進ぶ時間はある

のだろうか.また子ども遣が遊ばな〈なったと宵われてい

るが、母親は日頃それについてと・のように思っているのか

を観た.3、4、5歳と加齢とともに遊戯行動が認められ、

各年齢ともA君事の幼児はよく遊んでいる傾向が観られた.

5綴児においては5%水準で有意差が認められた.

(0)遊びの内容

〈表9) 屋外の遊びと屋内遊び

理外町遊び

自泥砂昔虫*器スモ 屋町

遊びの内容を観ると、屋外遊びの方がわずかではあ~が、

遊びの糧類も多〈あげられた.屋外の遊びを種目別にみ~

と、男子は自転車、泥・砂遊び、器具(固定遊具の略〉を

好み、続いておもちゃ、水遊び、虫とりなどである.但し

水遊び、虫とりなどは3歳児t;:多く鰻られる.女子では自

転車、回定遊具、おもちゃ、ままごとである.スポーツは

種目としてあげてみたが、実際はボール遊びである.その

他の穫目は、自然の中でのか〈れんぼや、鬼ごっこ、 E草花

つみ等を楽しむとなっており、屋外遊びの内容から地域環

境の特徴が観られ~.

屋内での遊びの内容を観ると、男子はおもちゃ、ファミ

コシ、テレビを観る、女子ではテレビを観るが第1伎であ

り、お絵書き、ままごと、おもちゃで遊ぶ、があげられた.

おもちゃの内容はプロック、積木、ミニカ}、人形が含ま

れている.

遊び仲間は兄弟姉妹が第1位で、第2位t;:近隣の友達が

あげられ、 3歳児では母続、祖父母等であ~.

遊び場所は(1)家の縫、 (2)近隣の公岡、 (3)友達の家、

(4)公園の 11国であ~.

降国後のわずかな時間の中で交通事情も悪いことから、

逮〈まで出かけることもできず、おのずと身近かな者と遊

ぶ結果となっているといえよう.

特t;:3歳児の場合は、保育闘での生活で4、5歳児より

も疲労度も大きく、降調後も友達を求めて戸外lζ出るとい

うことは、発育発達の上から考えても難しいものと思われ

る.

屋内町遊び 備考

絵苗 7 モ 恩師除転 aらもと遊 ボ申 E十内寄l 本かも T ァ白計内削 〈その他〉の稽自について

車モちり U 且 l 他 鹿告 書ち V ミコ他 塵合

びゃ ツ外% 。ン科%

3 敵 43 34 15 10 10 10 。5 1127 50.4 お 15 65 7 o 1 13 125 49.6 〈外〉か〈れんt宮、散歩
a 〈内〉切り紙.カIHI
96 150.5 40.0 35.2 お.5 23.5 お.5 o 111.8 羽 4 17.6 76.5 8.2 o 115.3 〈音〉ピアノ由おもちゃ、レコ-r

男

'1. 数羽 2 E亀 9 1 10 初 。3 1107 55.7 12 15 40 10 。8 1 85 44.3 〈外〉か〈れんt宮、鬼ごっ己• 〈肉〉工作、粘土

96 121.1 初.6 13.1 8.4 9.3 18.1 o 1 2.8 11.2 14.0 31.4 9.3 o 1 1.5 〈音〉家飯田ひ〈楽器でうたう

子

E 敷 18 12 B 3 1 10 3 56157.1 3 2 1 18 5 1 10 4 1 42 42.9 〈外〉識とり
血 〈肉〉工作、カルl'とり

96125.7 17 .1 11.4 1.4 4.2 14.2 1.4 4.2 4.3 2.9 27.5 1.1 14.3 5.1 〈音〉鼻歌をうたう、レコーF

~決
自 泥砂 担 ま 器 ス モ 庫由 絵 相 ま モ 鹿由

転 " も ま ポ の 計 内骨l 本 台、 も T ま の 計 内1'1 〈その他〉町樋自について• モ ち 」ザ 且 他 屋台 書 ち v ;:: 他 鹿古
ぴ 句" と ‘Y 外% や と 外%

3 敵 19 32 10 16 17 。2 97 49.5 15 24 却 3 1 18 10 開 50.5 〈外〉花つみ、か〈れん1I
鼠 〈内〉切り紙

96 1 22.3 J7.6 11.8 18.8 20.0 o 1 3.5 17.6 28.2 34.1 3.5 21.2 11.8 〈音〉家按が，r，ートザウコドをひ〈

女

4 数 33 43 15 21 58 。10 180 53.3 11 認 51 4 1 43 11 158 46.7 〈外>7"J.レチッヲ、か〈れんぼ
a 〈肉〉人形、~Jln~ニ7・)，ミリー、 lrr紙

96 1 30.8 40.2 14.0 19.6 54.2 o 1 9.3 10.3 35.5 41.7 3.1 40.2 10.3 〈音〉担もちゃの楽器

子
E 敵 21 2 4 7 四 5 61 切.0 8 16 14 2 1 14 1 1 61 50.0 〈外〉鬼ごヲ己、1lとり、車"モぴ
趨 〈向〉粘土、折紙

96 1 30.0 4.2 5.1 10 28.6 1.4 1.1 11.4 22.9 却。 28.6 初.0 10.0 1<IP音〉カラオケ
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W 研究のまとめと課題

被験者の通園しているM保育園は姫路市にあり、園舎の

周辺には回閥、畑、小JII、広場、児童公園等があり、固で

も野菜畑を持っており、季節の野菜を収穫してい9.また

薗には、体育館、屋外プ}ル、野外アスレチック、グラン

ドと一般に見られる閏定遊具はほとんどある.カリキュラ

ムの中にも運動遊びを取り入れた保育をしている.

<)幼児の生活環境

(1)父親の職業は70%が勤め人で他は自営業(農業、サ

ービス業を含む〉が8.6%、自由業が8.6%である.母親

の70%は専業主婦であり、専門職を持つ母親は3、4、5

歳と年齢がすすむにしたがって少しずつt曽加しているがそ

れでも10%にすぎない.

(2) 祖父母との同居を観~と 3歳児 (57.8%) 、 4歳、

5歳児では30%と低くなり、核家肢の現況が観られた.

(3)兄弟姉妹については、一人子は全体で26人 (9.6%)、

そのうち 16人は男子であ~.兄弟姉妹の数は平均2.3 人で

ある.

(4)住宅環境は、住宅地域居住者==5歳児 (89%)、3歳、

4歳児(71%)、団地居住者=5織(18.3%)、4歳(14

%)、工業地域、商業地域の居住者l;t若干であった.

(5)庭、家屋の広さを観ると、 100m'以上の家に居住して

いる幼児は平均22%、51-99m'の家が49%、30-50m'の家

が29%である.また庭がある家は65.7%である.住宅事情

の厳しさは地方都市でも観られ~.

母続の養育1!1¥度から、運動遊びt;:対しての意識レベルは

高いが行動レベルは低いことが認められた.しかし、それ

らから受ける影響は薄〈、被験者は全体に発育良好、活動

的、恨気強い、理解が早い、明るい性格、屋外での遊びを

好むという傾向が観られた.この背景には、保育園での保

育者の日頃の運動遊びに対す~保育効果の結果があると思

われる.また降園後も比較的戸外で遊んでいるが、これは

近隣に残された自然が幼児の心を屋外での遊びへかきたて

ているのではないかと思われる.

浅田(1987)は「野外での遊びとは自然の中での野生の

ままの自然を経験することを意味している.子どもが力い

っぱい生きようとすれば、その子どもに備わっている生命

としての側面も精神としての側面も統一的に発揮されなけ

ればならないが、自然の中ではこれらの能力が素晴らしく

統合した形で発婦されるので、子どもにとっては、これ以

上の遊び場はないJと言っている.

被験者の幼児が遊びと意欲的1;:係わりを持とうとす~背

景には、園での運動遊びから培われた諸能力と、幼児を迎

え入れて〈れる地犠社会の自然環境がある。さらに行動レ

ベルでは消極的ではあるが、母親の70%は専業主婦として

家庭で子どもを守る姿勢をとっている.そのことが幼児が

安心して遊べる背景となっていると思う.

。反省

幼児の運動遊びを規定する婆因を探るために、生活行動

を母親の養育態度からの考察をすすめて来たが、断片的な

考察に終わり細部にわたっての諸要因については観るとと

ができなかった.今後は、各項目を横断的な分析を試みる

ことにより社会的背景諸要因との関係を追求したい。
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